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中
国
東
北
部
、
吉
林
省
長
春
市
は

中
国
自
動
車
産
業
の
発
祥
の
地
と
さ

れ
る
。
1
9
5
3
年
7
月
15
日
、
こ

の
街
で
「
第
一
汽
車
製
造
工
場
」
の

起
工
式
が
開
か
れ
、
国
産
自
動
車
の
生
産
に
道
を
開
い
た
の

が
由
来
だ
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
70
年
の
節
目
に
当
た
る
。

　

こ
の
工
場
を
前
身
と
す
る
「
第
一
汽
車
」
は
今
も
中
国
を

代
表
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
。
中
国
政
治
を
取
材
す
る
記

者
に
と
っ
て
は
、
毛
沢
東
や
鄧
小
平
、
習
近
平
国
家
主
席
ら

歴
代
指
導
者
を
乗
せ
た
高
級
乗
用
車
「
紅
旗
」
の
製
造
元
と

し
て
な
じ
み
が
あ
る
。

　

7
月
に
長
春
市
の
本
社
を
訪
ね
る
と
、
70
年
を
祝
う
特
別

展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
コ
ー
ナ
ー
で
真
っ
先
に
目
に
入
っ
た
の

は
毛
沢
東
の
写
真
だ
。
建
国
間
も
な
い
49
年
12
月
、
毛
は
ソ

連
の
自
動
車
工
場
を
視
察
し
、「
我
々
に
も
こ
う
し
た
工
場

が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。
鶴
の
一
声
で
国
産
車
の
製
造
が
新

生
中
国
の
国
家
目
標
と
な
っ
た
。

　

ソ
連
の
技
術
援
助
の
下
で
、
第
一
汽
車
製
造
工
場
が
建
設

さ
れ
、
56
年
に
最
初
に
生
産
し
た
ト
ラ
ッ
ク
「
解
放
」
も
ソ

連
の
車
両
が
ベ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
両
国
の
蜜
月
は
長
く
続
か
ず
、
中
ソ
対
立
を
受
け

て
ソ
連
は
60
年
に
対
中
技
術
援
助
を
打
ち
切
っ
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
の
自
動
車
産
業
は
「
自
力
更
生
」
の
時
代

を
経
て
、
改
革
・
開
放
政
策
の
下
で
西
側
の
技
術
を
導
入
し

て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
2
0
0
9
年
以
降
、
世
界
最

大
の
生
産
・
販
売
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
上
半
期
の
輸
出
台
数
は
2
1
4
万
台
で
、
日
本
を
上

回
り
世
界
首
位
に
立
っ
た
。
電
気
自
動
車
（
E
V
）
な
ど
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
が
輸
出
拡
大
を
け
ん
引
し
た
が
、
実
は
ロ
シ

ア
の
貢
献
が
大
き
い
。

　

1
～
5
月
の
国
別
輸
出
台
数
を
み
る
と
、
ロ
シ
ア
が

28
万
7
0
0
0
台
で
、
2
位
以
下
を
10
万
台
以
上
引
き
離
し

て
断
ト
ツ
だ
。
昨
年
1
年
間
の
対
露
輸
出
台
数
は

16
万
2
0
0
0
台
で
あ
り
、
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　

理
由
は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、西
側
メ
ー
カ
ー

が
相
次
い
で
撤
退
し
た
た
め
だ
。そ
の
空
白
を
埋
め
る
形
で
、

中
国
の
自
動
車
が
市
場
を
席
巻
し
て
い
る
。

　

欧
米
か
ら
の
制
裁
に
苦
し
む
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
救
い

の
神
で
あ
る
。
自
動
車
産
業
の
草
創
期
に
ソ
連
か
ら
受
け
た

恩
を
、
70
年
後
の
今
に
返
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
今
回

の
蜜
月
が
ど
こ
ま
で
続
く
か
が
気
に
な
る
。
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中
露
70
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後
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返
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